
平成年月日 土曜日 (号外特第号)官 報

第
二
十
二
条
の
十
一
第
四
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
七
第
三
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
外
国
法

人
は
、
次
に
掲
げ
る
外
国
法
人
と
す
る
。

一

そ
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
（
施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
七
第
三
項
各
号

に
掲
げ
る
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
有
す
る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の
四
十
以
上
で
あ
る
外
国
法

人
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

イ

そ
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
議
決
権
の
数
の
合
計
数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い

る
こ
と
。

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
有
す
る
議
決
権

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊
密
な
関
係
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
当
該
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
が
有
す
る
議
決
権

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
の
意
思
と
同
一
の
内
容
の
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る

者
が
有
す
る
議
決
権

ロ

外
国
法
人
の
取
締
役
会
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
機
関
の
構
成
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
（
当
該

外
国
法
人
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
に
関
し
て
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）の
数

の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
の
法
人
税
法
第
二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
役
員

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
の
使
用
人

又
は

に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

ハ

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
外
国
法
人
の
重
要
な
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
す
る
契
約

等
が
存
在
す
る
こ
と
。

ニ

外
国
法
人
の
資
金
調
達
額
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
総
額
に
対

す
る
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
行
う
融
資
（
債
務
の
保
証
及
び
担
保
の
提
供
を
含
む
。
ニ
に
お
い
て

同
じ
。）の
額
（
当
該
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
と
出
資
、
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
に
お
い
て
緊

密
な
関
係
の
あ
る
者
が
行
う
融
資
の
額
を
含
む
。）の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

ホ

そ
の
他
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
外
国
法
人
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
。

二

そ
の
議
決
権
の
総
数
に
対
す
る
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
有
す
る
議
決
権
の
数
の
割
合
が
百
分
の
四

十
九
以
上
で
あ
る
外
国
法
人
で
、次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
外
国
法
人
の
本
店
所
在
地
国
の
法
令
又
は
慣
行
に
よ
り
有
す
る
こ
と
が

で
き
る
最
高
限
度
の
数
の
議
決
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
が
外
国
法
人
の
財
務
及
び
事
業
の
方
針
の
決
定
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
事
実
が
存
在
す
る
こ
と
。

９

前
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
七
第
九
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
外
国
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
判
定
対
象
外
国
金
融
持
株
会
社
」
と

あ
る
の
は
「
判
定
対
象
特
定
中
間
持
株
会
社
」
と
、「
第
三
十
九
条
の
十
七
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
部
分
対
象
外
国

関
係
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
の
十
七
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
中
間
持
株
会
社
」
と
、「
部
分
対
象
外

国
関
係
会
社
を
」
と
あ
る
の
は
「
外
国
関
係
会
社
（
法
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
外
国
関
係

会
社
を
い
い
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
外
国
関
係
会
社
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
対
象
外
国
関
係
会

社
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）を
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
一
第
三
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
五
第
一
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
租
税
に
関
す
る
相

互
行
政
支
援
に
関
す
る
条
約
及
び
税
源
浸
食
及
び
利
益
移
転
を
防
止
す
る
た
め
の
租
税
条
約
関
連
措
置
を
実
施
す

る
た
め
の
多
数
国
間
条
約
と
す
る
。

５

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
五
第
一
項
第
五
号
イ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
同
号
イ
の
外
国
関
係

会
社
に
係
る
法
第
六
十
六
条
の
六
第
一
項
各
号
若
し
く
は
第
六
十
八
条
の
九
十
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
又
は
当

該
者
に
係
る
部
分
対
象
外
国
関
係
会
社
（
法
第
六
十
六
条
の
六
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
部
分
対
象
外
国
関
係

会
社
を
い
う
。
第
八
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）
と
す
る
。

６

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
五
第
一
項
第
五
号
ニ

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

一

施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
五
第
一
項
第
五
号
ニ

に
規
定
す
る
組
織
再
編
成
の
内
容
及
び
実
施
時
期

二

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
二
十
二
条
の
十
一
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

27

第
十
三
項
第
一
号
、
第
十
四
項
及
び
前
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
と
は
、
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の

他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る

情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

第
二
十
二
条
の
十
一
の
二
第
十
一
項
中
「
そ
の
他
の
」
を
「
そ
の
他
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
ロ
中
「
第
三
十
九

条
の
二
十
の
二
第
五
項
第
三
号
」
の
下
に
「
及
び
第
四
号
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項

中
「
前
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
を
「
前
条
第
十
九
項
及
び
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と

し
、
同
条
第
九
項
中
「
前
条
第
六
項
」
を
「
前
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八

項
中
「
第
三
十
九
条
の
二
十
の
四
第
十
項
及
び
第
二
十
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
十
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十

二
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
十
七
の
三
第
十
四
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
十
七
の
三
第
十
六
項
」
に
、「
前
条
第
七
項

か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
前
条
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七

項
中
「
前
条
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
を
「
前
条
第
十
九
項
及
び
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
六
項
中
「
前
条
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
」
を
「
前
条
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
」
に
、「
同
条
第
十
一

項
」
を
「
同
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
第
十
項
」
を
「
前
条
第

十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
七
項
か
ら
第
九
項
ま
で
」
を
「
前
条
第

十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
六
項
」
を
「
前
条

第
十
二
項
」
に
、「
第
六
十
六
条
の
九
の
二
第
六
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
を
「
第
六
十
六
条
の
九
の
二
第
二
項
第

七
号
」
に
、「
い
う
」
を
「
い
い
、
同
項
第
八
号
に
規
定
す
る
外
国
金
融
関
係
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
五
項
」
を
「
前
条
第
十
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
二
十

の
四
第
二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
十
の
四
第
四
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
十
七
の
三
第
四
項
」
を
「
第
三
十
九

条
の
十
七
の
三
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
条
第
十
一
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
の
四
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
三
十
九

条
の
十
七
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
中
「
前
条
第
四
項
」
を
「
前
条
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
九
条
の
二
十
の
三
第
十

二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
二
十
の
三
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
条
第
八
項
の
規
定
は
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
三
十
九
条

の
十
七
第
三
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
外
国
法
人
に
つ
い
て
、
前
条
第

九
項
の
規
定
は
施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
三
十
九
条
の
十
七
第

九
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
外
国
法
人
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
五
の
見
出
し
を「（
特
定
の
医
療
法
人
の
法
人
税
率
の
特
例
）」に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

施
行
令
第
三
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
第
五
号
イ
の
取
引
の
記
録
及
び
帳
簿
書
類
の
保
存
は
、
法
人
税
法
施
行

規
則
第
五
十
三
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
十
八
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
十
九
第
九
項
及
び
第
十
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
の
十
九
の
二
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
十
六
第
二
項
」
を「
第
六
十
七
条
の
十
六
第
四
項
」に
、「
第

四
十
一
条
の
二
十
一
第
三
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
五
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
六
項
」を「
第

四
十
一
条
の
二
十
一
第
八
項
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
七
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
九
項
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
六
十
七
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

第
二
十
二
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
十
の
六
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
規
定
は
、」と
あ
る
の
は
、「
規
定
は
、
法
第
六
十
七
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
並
び
に
」
と
す
る
。
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